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2014年度春季大会の報告

2014年度春季大会は，横浜市開港記念会館（横浜市

中区本町1-6）・横浜情報文化センター（横浜市中区日

本大通11）を会場として2014年５月21日（水）～24日

（土）に行われた．参加者数（前納登録者と当日受付

者の合計）は814名で，これまでの春季大会と同程度

であった（第１図）．

２日目午後には，開港記念会館講堂において総会が

開かれ，阿部彩子氏と鈴木健太郎氏に日本気象学会賞

が，時岡達志氏と中島映至氏に藤原賞が，山岸米二郎

氏に岸保賞がそれぞれ授与された．総会に続いて受賞

者による記念講演が行われた．３日目午後には，同会

場において公開シンポジウム「気象学における科学コ

ミュニケーションの在り方」が開催され，４件の基調

講演と参加者による討論が行われた．シンポジウムに

ついては，初めての試みとしてネット中継を実施し，

リアルタイムでの視聴者は約100名にも上った．

大会期間中は，ポスターまたは口頭発表による一般

講演，並びに特定のテーマに基づいてコンビーナーが

編成する３件の専門分科会が行われた．一般講演の発

表件数は341件（内訳はポスターが179件，口頭発表が

162件），分科会は43件で計384件であった．

会期中およびその前日には，教育と普及委員会によ

る公開気象講演会「局地風の世界」を含め，個別の

テーマによる５件の講演会や研究連絡会も開かれた．

今大会の開催に当り，28の企業・団体からご出展・

ご協賛を，横浜市からはご後援を頂きました．厚く御

礼申し上げます．

また，海洋研究開発機構，防衛大学校，横浜国立大

学，気象研究所の皆様には大会実行委員会として大会

準備・運営にご尽力頂くとともに，ボランティアとし

て大会運営にご協力頂きました．ここに深く感謝の意

を表します．

2014年６月 講演企画委員会

ご寄附のお知らせ

日本気象学会理事会

2014年度日本気象学会賞を受賞された鈴木健太郎会

員から，日本気象学会に10万円のご寄付をいただきま

した．いただきましたご寄付の使途ついては，鈴木会

員のご希望により2014年度から新たに設けられた「正

野賞」の運用資金として基本財産に組み入れることと

いたします．

その旨，会員の皆様にご報告すると共に，改めて，

鈴木会員にお礼申し上げます．

第１図 過去５年間の大会参加者数と講演件数
（口頭，ポスター）．


